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平成 28 年あきる野夏祭り  

今年もあきる野市秋川駅前大通りにおいて、あきる野夏祭りが８月６日(土曜日)に 

開催されました。 

西多摩建設業協同組合・秋川流域委員会は毎年このお祭りで模擬店を出店しており、 

今年も例年通りで焼鳥と缶ジュース・缶ビールの販売がおこなわれていました。 

模擬店の出店については例年行っている経験もあってか、出店責任者である秋川流 

域委員会武田雅由委員長を中心に各参加者の役割分担や店舗の設置、器具等の配置段 

取りは迅速で、手際よく行われておりました。 

焼鳥の販売本数については合計 2,000本を売り切ったようでしたが、内容として出 

店の開始である 10：00から 18： 

00の間に約 1000本を売り切り、 

その後 1時間後の 19：00で残り 

の 1000本を売り切ったようです。 

お祭りの終了時間は 20：45 であるため、販売本数を増やしても良いとも考え  

られますが数年前にゲリラ豪雨の発生に伴い客足が遠のき、売れ残りを出して

しまったことがあったため、大事をとり焼鳥の増数はせず、今年も 2000本にし

たようです。 

来年も同数の販売本数を実施したい考えのようですが、秋川流域委員会で再検 

討するようです。 

今年は店舗の配置スペースを広く確保出来たので西多摩建設業協同組合の活 

動を一般の方に知ってもらえるよう東日本大震災の視察写真の展示と、去る４

月に発生した平成 28年（2016年）熊本地震に対する災害義援金の募金を企画・

実施したようでした。                 （２面につづく） 
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【災害対策本部の様子】 

 

【古屋委員長から石坂所長へ報告書の提出】 

平成２８年度 東日本建設業保証㈱共催経営講習会報告 

事業委員会 副委員長 武田 雅由 

 平成２８年９月３日にあきる野ルピアホールにて、東日本建設業

保証㈱共催の経営講習会を開催いたしました。土曜日の午後１時半

から４時と仕事中にも関わらず８７名の大勢参加ありがとうござい

ました。 

 今回の講習会の内容を検討するうえで、今後の工事発注は、施工

能力審査型総合評価方式が益々増えていくと予想され、工事成績が

工事受注に直接影響する為、西多摩建設業協同組合としても組合員

各社の更なる技術力の向上と、経営者のみならず現場代理人及び現

場監理を行う技術者の意識の向上が不可欠と思い、今回は前田憲一

氏を講師にお招きし、「工事成績評定点アップの取組み」と題してご

講演を頂きました。 

 講演内容は５項目に分かれ、「１．工事成績評定とは」、「２．工事

成績評定の仕組み」、「３．評価対象項目とチェックリスト」、「４．

施工プロセスのチェックリスト」、「５．評定点アップの取組」の内

容でした。 

講演を頂いて、特に発注者から頂いた工事成績評定表を分析し、

自社の弱点の洗い出しと会社一体なっての取り組む必要と改めて思

いました。講演中、前田講師より講演受講した全員に工事成績評定

点の何処を改善するべきかとの質問に、工事成績評定表の項目得点

配分が多く、頂いた点との差が付きやすい項目に多くの参加者が手

を上げましたが、実際はまずその工事の平均点または、希望する点

より低い項目をあげるべきあるとご指導頂いたのが印象的でした。 

 講演は本当にためになるお話と資料を頂いたと思っています。 

この講演の思い出し、頂いた資料を基に、工事成績評定点を挙げら

れるよう努力して行きたいと思います。 

 今回のご講演を頂いた前田講師には、沖縄県から遥々起こし頂き、

また、東日本建設業保証㈱様には講師の手配等ご尽力頂き大変あり 

がとうございました。 

そして、事業委員並びに準備運営にご協力いただいた若手経 

営者の 

会役員 

の皆様 

ご苦労 

様でし 

た。 
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 ８ 月 事 業 報 告  

２日 災害対策安全委員会 

３日 三多摩建設業連合会  

平成２９年度東京都予算要望検討委員会（西多摩） 

６日 第１４回あきる野夏祭りに参加 （秋川流域委員会） 

９日 広報委員会２６５号編集発行 

１９日 総務委員会 

２３日 事業委員会 

２５日 理事会 

  ９ 月 事 業 計 画  

１日 午前８時 西建協・災害対策本部設置８名参集 

        （正副理事長・災害対策安全正副委員長） 

＊全７２路線道路啓開協定業者緊急巡回の実施 

     道路巡回報告書作成し災害対策本部へＦＡＸ及び電話 

報告実施。 

３日 平成２８年度経営講習会（東日本建設業保証㈱共催） 

会 場  あきる野ルピア ３Fルピアホール  

テーマ  工事成績評定点アップの取組み 

講 師  前田 憲一 先生 

（技術士・一級土木施工管理技士・測量士 他） 

      募集定員  １２０名 

５日 災害対策安全委員会 

７日 三多摩建設業連合会  

平成２９年度東京都予算等に対する、都知事、 

     都議会自民党・公明党・民進党に要望書提出及び 

     自民党・公明党とヒヤリング実施 正副理事長出席 

８日 広報委員会 ２６６号編集発行 

１３日 事業委員会 

１５日 労働衛生週間説明会    （建災防西多摩分会）  

時間 午後２時～４時  

会場 羽村市スポーツセンター ２階会議室 

      １部 平成 28年度労働衛生週間実施要綱の説明 

２部 講演   

メンタルヘルス対策 

～ストレスチェック制度とその後の対応～        

       講師  伊 藤 幸 生 氏  

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京産業保健総合支援センター 

                 メンタルヘルス対策推進員 

１６日 総務委員会 

２１日 理事会 

２１日 西建協若手経営者の会 役員会 

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2017年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座 毎週 月・水   

◎２級土木施工管理技士コース 

◎宅地建物取引主任者本科コース  毎週 水 １３時～ 

◎２級建築施工管理技士コース 

1級土木・2級土木・1級建築施工・2級建築施工の講座は 

『建設労働者確保育成助成金』の対象講座ですので、 

学費の８０％が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として、 

青梅校を開講（９年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を 

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

      日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 

 
 

 

また、責任者である武田委員長にお話をうかがったところ、「毎

年、西多摩建設業協同組合 秋川流域委員会としてあきる野夏祭

で出店を行っておりますが、これに限らず他にも活動の幅を広げ、

西多摩建設業協同組合としての存在をアピールしていきたい」と

のことでした。 

出店の様子を見てい 

ると、炎天下の中、焼鳥

を焼く作業では熱中症

の危険を考慮し、適度な

タイミングでの作業の

交代・休憩や水分補給、

作業間での声の掛け合

いなどがよく行われて

おり、早朝から下準備を

始め、実に 12 時間以上

にわたる業務を全員が

最後の片付けまで体力 

を残し元気よく行っておりました。 

これも日ごろから屋外での業務を主とする建設業者としての夏場

炎天下での作業の危険や体力の消耗など様々な要因に対するに配

慮が行き届いているのが目の当たりにされ、感心するものがあり

ました。 

                       広報委員会 

 

◇お 知 ら せ◇ 

 

 
 

 

月日  平成２８年１１月１日（火曜日）  

時間  １４時から１６時１５分 

会場  あきる野ルピア ３階ホール 

    ○第１１回総会 

     ・来賓 

あきる野市長 

西多摩建設事務所長 

       （財）暴力団追放運動推進都民センター代表理事  

警視庁五日市警察署長 

警視庁青梅・福生・五日市警察署担当課長 他 

    ○研修（講演） 

・暴力団排除ＤＶＤ視聴 

・講 演  テーマ：暴力団情勢と対応要領について 

・質疑応答   

・講師：警視庁組織犯罪対策第三課暴力団排除第一係長 

    

 

 

 

西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２８年度総会及び研修（講演）開催 

平成２８年度全国労働衛生週間スローガン 

健康職場 つくる まもるは みんなが主役 

全国労働衛生週間が、9月 1日から 9月 30日までを準備期間

として、10 月 1 日から 10 月 7 日までを本週間として健康職場 

つくる まもるは みんなが主役のスローガンのもとに全国で

展開されます。 

 我が国の建設業における業務上疾病の被災者は、会員の皆様

をはじめ関係者の方々の積極的な取組みにより、長期的には減

少傾向にあり、平成 27 年は前年より 64 人減少して 641 人となり

ました。 
               建災防東京支部 西多摩分会 

 


